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論文内容要旨
 胃,十二彬鵬溜瘍患畜においては,器質的循環障警とともに,機能的編環障警が,子の発生因
'
 子として重要視さわるよらに幾って粟た。喪た溝化性潰瘍発生の照率として,近年さらに,自律
 神経や内分泌機能の失調が,重大友役割を有していることが次第に明らかと友って来た。この様
 た観点より,消化性瀦瘍患者の循環麗・系の状態を調査し,趨律神経その飽の影響について検査す
 る目的で,私は醤,十二指腸潰瘍患者82例について,血圧,心電鐵,眼鷹所見及び腎機能を測
 定し,これらの関係について検討した。
 対験は胃潰瘍49例,十こ指腸潰瘍5ろ例で.劣70例,女歪2例,55才以下の若無音は
 30例,56才以上55才までの中年藩は42例,56才以上の老年者は10例である。
 心篭図,血圧は安静臥位で測定し.眼底所見は散瞳を行支い,直達検眼鏡を用い,王に細動縁
 の硬化像について検査し,腎機能は内聞性クレアチニy・クリアランス法によって測1冠した。
 t鼠圧は若年奢麟より老隼巻群に至るにつれて高く変る傾陶を示しているが,全体の平均値は,
 最高,最1低血圧ともに,日本人平均値より低い。
 警クレアチニン・クリアランス(以下賢ク値と略記する)は,最高166㏄/虹n,最低67
 ㏄/磁nと広く分布しているが,平均値は10577㏄/minであり,喬辞別にみると,年令増
 力rにつカて減少する傾陶を示していた。
 心電図では,心臓電気軸の右方転位がみられ,異常心電図は窪5.9%にみられた。心筋筋書は
 老年表解にお・いて高率であり・他の薄では低率であるが,俵導障害と調律異鴬は全群に1句様にみ
 られた。
 眼底所見は,O度及び1慶のものが9α2%で圧倒的に多ぐ玉2度を示すものは98%であ匂,
 5慶以上のものは認めらカなレ、。
 血圧と'ひ電図所見については,血圧のイ比いものに垂直葦立を示すものが多いゲまた血.圧の高いも
 のに心筋傷書例が高率であり,こ治に反して伝導障害と調律異常は愈圧の低いものに高率にみら
 カた。
 血圧と腎ク値については,全例では相関が認められ支いが,若年者欝にお・いては,最高,最低
 平均血圧と腎ク値の問に正の相関が認めらカ.中年者1欝では何らの相関も認めら勲支いが,老年
 審群では平均血圧と腎ク値の闘に負の相関が認めら即た。
 心蟹図所見と腎ク値についてみると,異常心選製は密ク値の低いものに高率である。
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 眼底所見と心電図については,眼:底動豚の硬化度が進むにつ煮て,心電図異常が増加する傾向
 を示している。
 '腎ク徳と醤艮庭所見に一つレ、ては,腎ク値の低レ、も¢)に目艮底1勤巨象の硬イヒ、像が高率にみら由ブヒ。
 消化性潰瘍においては,全体として甑圧も低く,心電図異常厭見も眼厳働豚硬化の所見も少い
 が,律令の増加とともに軽慶たがら進んでいる。このことは,年令の増加とともに,多少とも動
 豚硬化が進んでいるものであり,特に病的と脅う程のものではたい。
 こカまでも,胃,十二櫓腸潰瘍、慰者に冷いて,翻交感神経の齋義が強調さヵている。私の検査
 でも,潰瘍患者の血圧が低い、点,さらに高撫圧:が永ぐ続レ・売時に表わ煮る腐度の心筋傷警,眼:底
 動詠硬化の進行の程度の少疫い点より,胃,十二指腸潰瘍に冷ける循環羅に対して,翻交感禅経
 は太きた影響を有しているものと考菊.られる。しかし腎機能の面より見ると,大部分が正常範囲
 にあ・珍,交感神経,副交感神経とも,大き友意義を有してい支いと考2らカる。
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 審査結果の要旨
 本論丈に拾いて著者は消化性潰瘍患者4)循環器1系¢)状態を調査し,目律神経そ¢)飽の影響につ
 いて検査づ二る霞的で・十二1指腸潰瘍思者82例について・血.圧・心竃図・眼底所見及び腎機能を
 測定し,次の結論を得ている。
 消化性潰瘍にお・いては,全体として血圧も緩く,心電図異常所見も眼底勤詠硬化も少なレ、が,年
 令の増加とともに軽変なが俸進んでいる。こσ)ことは・年令σ)増加とともに,多少とも動詠硬化
 が進んでいるもび)であり・特に病的と云う雄び)ものではない。
 これまでも,胃,十二指腸潰瘍患者において,副交感神経の意義が強調されている。著者の検
 査でも潰瘍儲4)血圧が低い点漆ら咋融圧が永ぐ続いた時賑われる高慶4)心筋轄・眼
 底動詠硬化¢)進行¢)程饗の少ない点より,寳,十二指腸潰瘍に冷ける循環器・に対して,翻交感彿
 懸ぱ大きな影響を有しているも¢)と考えられる。しかし腎機能の薗より見ると,大部分が正常範
 囲にあり,交感神経,副交感神経とも,大き攻意義を有してい支いと考えられる。
 したがって本論文は学位を授与するに値するもグ)と認める。
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